
第200号 （４）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出

議
案
に
対
し
て
、質
疑
し
ま
し
た
。

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
案
に
対
す
る
質
疑

令和４年11月 15日

（お知らせ）次の議会だよりは、２月15日（水）発行予定です。

　　　　　　

　　　　　 　　

　　

　　

　　　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政

友

会
宗
川
　
洋
一

未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
佐
藤
　
　
剛

立

憲

民

主

党
河
内
　
一
朗

日

本

共

産

党
佐
竹
　
知
之

公

明

党
小
易
　
和
彦

○
議
案
第
14
号

問　

認
定
す
る
路
線
の
概
要
と
、

そ
の
う
ち
市
道
整
備
に
伴
う
認
定

路
線
の
概
要
を
伺
い
ま
す
。

答　

今
回
、
市
道
認
定
を
予
定
し

て
い
る
８
路
線
の
う
ち
都
市
計
画

法
の
開
発
行
為
に
よ
り
築
造
さ
れ

帰
属
さ
れ
た
も
の
が
６
路
線
、
私

道
寄
附
の
受
入
れ
に
伴
う
も
の
が

１
路
線
、
北
初
富
駅
の
駅
前
広
場

の
整
備
に
伴
う
も
の
が
１
路
線
で

す
。
道
路
の
幅
員
は
５
ｍ
か
ら

46
・
５
ｍ
で
、
今
回
認
定
す
る
路

線
の
総
延
長
は
約
983
ｍ
で
す
。

　

次
に
、
市
道
整
備
に
伴
う
認
定

路
線
の
概
要
で
す
が
、
市
道
１
５

６
３
号
線
は
北
初
富
駅
前
広
場
の

整
備
に
伴
い
、
駅
の
北
側
に
近
接

○
議
案
第
１
号

問　

令
和
元
年
度
か
ら
現
在
ま
で

の
市
職
員
の
育
児
休
業
の
取
得
状

況
を
男
女
別
に
伺
い
ま
す
。

答　

各
年
度
に
新
た
に
育
児
休
業

を
取
得
し
た
職
員
の
人
数
は
、
令

和
元
年
度
は
男
性
１
名
、
女
性
16

名
の
合
計
17
名
、
令
和
２
年
度
は

男
性
１
名
、
女
性
７
名
の
合
計
８

名
、
令
和
３
年
度
は
男
性
３
名
、

女
性
18
名
の
合
計
21
名
、
令
和
４

年
度
は
男
性
３
名
、
女
性
６
名
の

合
計
９
名
で
す
。
取
得
率
に
つ
い

て
は
、
男
性
は
、
令
和
元
年
度
は

４
％
、
令
和
２
年
度
は
７
・
１
％
、

令
和
３
年
度
は
13
・
６
％
で
あ
り

す
る
光
圓
寺
付
近
の
市
道
４
号
線

か
ら
北
総
線
及
び
新
京
成
線
の
高

架
下
を
通
り
、
北
初
富
駅
前
広
場

ま
で
の
延
長
182
・
89
ｍ
を
認
定
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
市
道
４

号
線
か
ら
駅
前
広
場
内
の
ロ
ー
タ

リ
ー
ま
で
の
約
140
ｍ
の
道
路
の
幅

員
は
６
ｍ
と
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
や

そ
の
ほ
か
の
施
設
を
含
む
駅
前
広

場
の
幅
員
は
最
大
で
46
・
５
ｍ
で

す
。
駅
前
広
場
に
は
障
が
い
者
用

の
停
車
施
設
の
ほ
か
、
バ
ス
や
タ

ク
シ
ー
、
一
般
車
の
乗
降
場
な
ど

の
整
備
を
計
画
し
、
今
年
度
か
ら

用
地
測
量
や
駅
前
広
場
の
予
備
設

計
を
行
い
、
令
和
８
年
度
の
完
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
議
案
第
13
号

問　

救
急
自
動
車
の
更
新
に
対
す

る
基
準
及
び
今
後
の
更
新
計
画
、

並
び
に
救
急
自
動
車
購
入
の
財
源

内
訳
と
補
助
金
の
活
用
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答　

救
急
自
動
車
の
更
新
は
、
鎌

ケ
谷
市
消
防
用
自
動
車
更
新
基
準

に
よ
り
購
入
後
10
年
の
経
過
、
ま

た
は
走
行
距
離
12
万
㎞
以
上
と
定

め
て
い
ま
す
。
今
後
の
更
新
計
画

で
す
が
、
現
在
保
有
し
て
い
る
救

急
自
動
車
５
台
の
う
ち
令
和
５
年

度
に
鎌
ケ
谷
消
防
署
の
１
台
を
、

令
和
６
年
度
に
中
央
消
防
署
の
３

台
の
う
ち
１
台
を
、
鎌
ケ
谷
市
総

合
基
本
計
画
前
期
基
本
計
画
第
１

次
実
施
計
画
に
基
づ
き
更
新
す
る

予
定
で
す
。

　

救
急
自
動
車
購
入
の
財
源
内
訳

○
議
案
第
３
号

問　

障
が
い
者
支
援
事
務
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
、
国
の
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築

の
目
的
、
自
治
体
に
お
け
る
メ
リ

ッ
ト
及
び
改
修
の
内
容
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答　

障
が
い
福
祉
分
野
の
デ
ー
タ

は
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
や
障

が
い
支
援
区
分
の
認
定
情
報
な
ど

の
個
々
の
デ
ー
タ
が
点
在
し
、
制

度
改
正
や
報
酬
改
定
等
を
行
う
際

に
デ
ー
タ
が
有
効
活
用
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
た
め
、

そ
の
解
消
に
向
け
、
国
は
障
害
福

祉
関
係
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を

行
い
、
令
和
５
年
度
か
ら
稼
働
す

る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ま
で
関
連

づ
け
て
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
な
い
障
が
い
者
の
状
態
像
や
サ

ー
ビ
ス
内
容
及
び
提
供
量
の
違
い

な
ど
を
把
握
し
、
有
効
活
用
す
る

こ
と
で
効
果
的
・
効
率
的
な
制
度

改
正
や
報
酬
改
定
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
や
適
正
化
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
す
。

　

改
修
の
内
容
は
、
市
が
使
用
す

る
障
が
い
福
祉
関
係
シ
ス
テ
ム
な

ど
に
保
有
さ
れ
て
い
る
障
害
支
援

区
分
認
定
デ
ー
タ
と
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
か
ら
の
請
求
情

報
等
を
、
同
一
人
物
の
場
合
に
連

結
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

は
、
仮
契
約
金
額
３
千
850
万
円
に

対
し
、
国
庫
補
助
金
１
千
916
万
６

千
円
、
地
方
債
１
千
740
万
円
、
一

般
財
源
193
万
４
千
円
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
補
助
金
は
補
助

率
３
分
の
２
の
防
衛
施
設
周
辺
民

生
安
定
施
設
整
備
事
業
補
助
金
の

活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
議
案
第
３
号

問　

デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
補

助
金
に
つ
い
て
、
国
の
標
準
準
拠

シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
際
、
市
が

必
要
に
応
じ
て
設
計
や
仕
様
を
変

更
で
き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

国
の
標
準
準
拠
シ
ス
テ
ム
が

対
象
と
す
る
事
務
は
、
各
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
共
通
の
事
務
を

対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
基
本
的

に
仕
様
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

改
善
に
よ
り
効
果
が
期
待
で
き
る

よ
う
な
事
例
が
あ
る
場
合
に
は
、

必
要
に
応
じ
て
国
と
協
議
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

女
性
は
い
ず
れ
の
年
度
も
100
％
で

す
。

　

令
和
３
年
度
鎌
ケ
谷
市
一
般
会

計
、
３
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
及
び
１
事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
の
主
な
審

査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総　

括
〉

問　

令
和
３
年
度
決
算
の
評
価
に

つ
い
て
、
市
長
に
伺
い
ま
す
。

答　

「
今
を
大
切
に
、
未
来
に
希

望
を
」
と
い
う
基
本
的
な
思
い
の

も
と
、
公
約
に
掲
げ
た
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
取
り
組
ん
だ
結
果
が
一

定
の
成
果
と
し
て
現
れ
た
決
算
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

公
約
に
掲
げ
た
緊
急
に
取
り
組

む
３
つ
の
事
業
で
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」
と
し

て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
保
育
所
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
に
お
け

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
」
と
し

て
、
多
子
世
帯
の
保
育
料
や
学
校

給
食
費
の
減
免
、
高
校
生
等
医
療

費
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。「
北
千

葉
道
路
の
整
備
を
見
通
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
と
し
て
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
や
、
早
期

全
線
開
通
の
実
現
に
向
け
た
要
望

活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

財
政
状
況
は
過
去
最
高
の
実
質

収
支
を
確
保
し
た
ほ
か
、
経
常
収

支
比
率
も
改
善
す
る
な
ど
単
年
度

で
は
評
価
で
き
る
決
算
と
考
え
て

い
ま
す
が
、
財
政
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
を
大
前
提
と
し
て
市

民
生
活
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

〈
歳　

入
〉

問　

徴
収
業
務
に
お
け
る
主
な
取

組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

納
税
者
の
状
況
の
把
握
を
的

確
に
行
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

納
付
相
談
が
な
い
方
や
分
割
納
付

が
不
履
行
の
方
に
は
、
比
較
的
換

価
性
の
高
い
給
与
や
預
貯
金
等
の

債
権
の
差
押
え
の
執
行
な
ど
を
行

う
と
と
も
に
、
新
た
な
取
組
と
し

て
預
貯
金
電
子
照
会
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
た
迅
速
な
預
貯
金
差
押
え

を
開
始
し
ま
し
た
。
税
の
公
平
公

正
の
確
保
を
基
本
理
念
と
し
た
迅

速
か
つ
実
効
性
の
あ
る
徴
収
業
務

を
行
っ
た
結
果
、
徴
収
率
は
過
去

最
高
の
97
・
81
％
と
な
り
ま
し
た
。

〈
歳　

出
〉

問　

公
園
や
街
路
樹
な
ど
の
樹
木

の
剪
定
に
つ
い
て
、
実
施
場
所
の

決
定
方
法
を
伺
い
ま
す
。

答　

寄
せ
ら
れ
た
市
民
要
望
の
う

ち
緊
急
的
な
も
の
か
ら
対
応
し
て

い
ま
す
が
、
実
施
で
き
な
か
っ
た

も
の
は
翌
年
度
に
第
一
優
先
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
地

区
公
園
や
ふ
れ
あ
い
の
森
な
ど
樹

木
の
多
い
と
こ
ろ
は
定
期
的
に
実

施
し
、
街
路
樹
に
つ
い
て
は
２
年

に
１
度
の
割
合
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

決

算

審

査

特

別

委

員

会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員

委 

員 

長

土　

屋　

裕　

彦

副
委
員
長

鈴　

木　

哲　

也

委　
　

員

後　

関　

俊　

一

委　
　

員

葛　

山　

繁　

隆

委　
　

員

松　

原　

美　

子

委　
　

員

伊　

福　

幸　

一

委　
　

員

中　

村　

潤　

一

委　
　

員

森　

谷　
　
　

宏

委　
　

員

佐　

藤　
　
　

剛

委　
　

員

津
久
井　

清　

氏

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果

議案第１号 鎌ケ谷市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第２号 鎌ケ谷市議会議員及び鎌ケ谷市長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第３号 令和４年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 全会一致

議案第４号 令和４年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致

議案第５号 令和４年度鎌ケ谷市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致

議案第６号 令和４年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全会一致

議案第７号 令和３年度鎌ケ谷市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　定 賛成多数

議案第８号 令和３年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定について 認　　定 全会一致

議案第９号 令和３年度鎌ケ谷市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定
について 認　　定 全会一致

議案第10号 令和３年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定について 認　　定 全会一致

議案第11号 令和３年度鎌ケ谷市下水道事業会計決算の認定について 認　　定 全会一致

議案第12号 鎌ケ谷市立東部小学校校舎外壁・屋上防水改修工事請負契
約の締結について 同　　意 全会一致

議案第13号 救急自動車の購入について 同　　意 全会一致

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果

議案第14号 鎌ケ谷市市道路線の認定について 原案可決 全会一致

議案第15号
千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の
増加及び千葉県市町村総合事務組合規約の一部を改正する
規約の制定に関する協議について

原案可決 全会一致

議案第16号 鎌ケ谷市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第17号 令和４年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第５号） 原案可決 全会一致

議案第18号 令和４年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決 全会一致

議案第19号 令和４年度鎌ケ谷市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決 全会一致

議案第20号 令和４年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　　任 全会一致

発議案第１号 義務教育費国庫負担制度の堅持等に関する意見書 原案可決 全会一致

陳情４－９－１ 福太郎テニスコート抽選予約に関する陳情書 不 採 択 賛成なし

陳情４－９－２ 「国における2023年度教育予算拡充に関する意見書」採択
に関する陳情書 採　　択 全会一致

陳情４－９－３ 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に
関する陳情書 採　　択 全会一致

※審議の詳細な内容については、11月中旬に市議会ホームページに掲載される会議録をご覧ください。

令和４年９月会議の審議結果一覧
市
議
会
議
員 

三
橋
一
郎
氏　

逝
去

　

三
橋
一
郎
議
員（
71
歳
、無
所
属 

未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
）が

10
月
24
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
謹
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


